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ネット利用について私たちの考えたこと

• 人の知恵やノウハウを、プライバシーを保ちながら利用したい！

• 興味が似た人の個人クエリを利用することは便利かも！

• 二つの個人クエリを直接比較すれば、類似性は分かる。

• 直接比較だと、個人のプライバシーを保てない。

• 個人クエリの中身を見ないで、類似性を評価したい。

• それぞれのコンテンツの評価値を使うと、類似性は分かるのではないか。



我々が実現したいこと

ユーザが見落とし
ていたコンテンツ
を推薦したい
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人の知識を利用するために解くべき課題

• 似ているということをどう評価する？

• コンテンツスコアの導入
• →二人のコンテンツスコアの相関係数を調べる



結果予測① 個人クエリが似ている場合
コンテンツスコアに正の相関がある！
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結果予測② 個人クエリが反対の場合
コンテンツスコアに負の相関がある！
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•個人クエリの類似性はコンテンツスコアの
相関係数で評価できる。



今回使ったコンテンツスコアの計算

•プロファイリング技術(INSOP)
興味有
回数

興味無
回数

キーワード



今回使ったコンテンツスコアの計算

2値の入力からキーワードに

興味有=正の値

興味無=負の値



今回使ったコンテンツスコアの計算

コンテンツスコア

割り振られた値の

総和



今回使ったコンテンツスコアの計算

•プロファイリング技術(INSOP)

2値の入力からキーワードに

興味有=正の値

興味無=負の値
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類似性(相関係数)を使った他者クエリの
利用方法

• C⁺(α, a) = C(α, a) + S(α, β)C(β, a)

•ユーザαにユーザβの興味を取り込む

S:相関係数 a:任意のコンテンツ

C:ユーザのコンテンツaに対する興味スコア

相関係数



類似性(相関係数)を使った他者クエリの利用
方法

正の相関がある場合

• C⁺(α, a) = C(α, a) + S(α, β)C(β, a)

•コンテンツスコアは上がる
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類似性(相関係数)を使った他者クエリの利用
方法

負の相関がある場合

• C⁺(α, a) = C(α, a) + S(α, β)C(β, a)

•コンテンツスコアは下がる
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類似性(相関係数)を使った他者クエリの利用
方法

相関が無い場合

• C⁺(α, a) = C(α, a) + S(α, β)C(β, a)

•コンテンツスコアは変わらない
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実験に使用したユーザについて

• User1

•元々興味があるコンテンツ

•恋愛、アニメetc…

• User12

• User1とスコアの相関が高い人(相関係数=0.4)



実験結果
•他者クエリを利用する前と後での興味の変化

•使用後上位に上がったコンテンツ(右下, 興味がある)

•使用後下位に下がったコンテンツ(左上, 興味が無いもの)

ユーザ1のコンテンツスコアの順位

ユ
ー
ザ
1

に
ユ
ー
ザ
12

の
興
味
を
使
っ
た

コ
ン
テ
ン
ツ
ス
コ
ア
の
順
位



実験結果(詳細について)

• ユーザ1が見落としていた恋愛映画などのスコアが上昇した。

• 興味の似た他者クエリの利用でユーザーの視野拡大を手助けできそう。

user1が興味があるコンテンツ

興味が似ている(相関係数が高い)
user1とuser12の比較
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まとめ

•個人クエリを直接比較しなくても他人の興味を利用できる。

•興味の似た他者クエリの利用でユーザーの視野拡大を手助けでき
ることが示唆された。

•それによってユーザーが見落としていた情報の推薦が可能になる。

•それによってユーザーの視野拡大に繋がるのではないか。


